
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7月 14日に、大久保小学校（大久保1-1-21、校長：冨井正嗣）で、同校

の6年生24名と中山区長が「大久保のつつじ」をテーマに意見を交わし

た。 

 「大久保のつつじ」は、明治時代に「つつじの名所」と言われた大久保

で栽培されていたつつじ。大正時代以降は宅地開発等の影響で衰退し、

現在ではほとんど見られなくなっているが、開校 130 年となる同校の校

章にもつつじが描かれており、子どもたちにとっても、なじみの深い花と

なっている。 

 子どもたちは「大久保つつじで人がつながる街」を合言葉に、「まちに

つつじを増やしてきれいなまちにしたい」「大久保つつじをたくさんの人

に知ってもらい、まちの魅力にしたい」と、理想とする大久保のまちの姿

を発表。これを実現するために「まず自分たちが大久保小でつつじを育

てる」「マスコットキャラクター入りのクッキーやおまんじゅうを作る」など、

子どもの視点で考えられた提案が発表されると、傍聴に訪れた保護者

も興味深く聞き入っていた。 

 子どもたちの提案に対して、中山区長は「まちをより良くしていくため

には、皆さん一人一人の力が大切です。今回の提案を実現できるよう、

みんなで具体的に考えていきましょう」と子どもたちに語りかけた。 

 最後に、子どもたちは「自分たちのつつじを広めたいという考えを区長

も持っていたのでうれしかった」「地域につつじが増えてみんなの心が

穏やかになればいいと思う」と感想を話していた。 

 


